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	５　提供する保育等の内容
	当園は、新保育所保育指針（平成30年4月1日施行）を踏まえ、以下の保育その他の便宜の提供を行います。
	(1)　特定教育・保育及び時間外保育の提供
	下記８に記載する時間において、保育を提供します。
	６　職員の職種、員数及び職務の内容（栄養士については別掲）４月１日現在
	９　食事の提供方法及び提供を行う日、アレルギー対応状況、栄養士の配置状況
	(1)　食事の提供方法：自園調理
	(2)　食事の提供を行う日
	(3)　アレルギー対応状況：除去食及び代替食に対応
	食物アレルギー対応マニュアル有
	※　食物アレルギー等、体質に合わない食材があればご連絡ください。
	10　利用料金
	(1)　特定教育・保育に係る利用者負担（保育料）
	支給認定を受けた市町村に対し、当該市町村が定める保育料をお支払いいただきます。
	(2)　保育の提供に要する実費に係る利用者負担金等
	(1)に掲げる保育料のほか、別表に掲げる費用を負担していただきます。
	お支払方法については、別途お知らせします。
	11　特別支援児保育の取組状況
	地域社会の中で、特別支援の必要なこどもとないこどもが共に育ち合うことを基本的な考え方として特別支援児保育を行っています。
	12　利用の開始に関する事項
	区保健福祉センターの利用調整に基づき当園に入所決定され支給認定を受けた保護者が本重要事項説明書等に同意された後に保育の提供を開始します。
	13　利用の終了に関する事項
	当園は、以下の場合には保育の提供を終了します。
	(1)　園児が小学校に就学したとき
	(2)　児童の保護者が、児童福祉法又は子ども・子育て支援法に定める支給要件に該当しなくなったとき
	(3)　その他、利用の継続について重大な支障又は困難が生じたとき
	17　虐待の防止のための措置に関する事項
	職員による園児への虐待防止のため、以下の措置を講じています。
	(1)　年に１回職員に対して虐待防止研修を実施
	(2)　虐待防止マニュアルの作成、運用
	18　要望・苦情等に関する相談窓口
	当園では、要望・苦情等に係る窓口を以下のとおり設置しています。

